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研究成果の概要（和文）：本研究では、英語前置詞の意味論的研究を、認知言語学の知見を活用して行った。そ
の一つが前置詞のwithであるが、英和辞典に記載されている様々な「意味」は、当該前置詞が使用される様々な
場面に応じて導き出される「用法」であると考えた。そして様々な用法を説明するような英語前置詞の教材を作
成し、大学の英語教育において、自学自習用教材として活用できるようにし、英語教育の現場に成果として還元
した。

研究成果の概要（英文）：In this study we analyzed various kinds of English prepositions. One of the 
prepositions we took up is "with." We pointed out that typical English-Japanese dictionaries ended 
up listing various meanings of "with" in Japanese, which is not satisfactory from an educational 
poiint of view. We argued instead that the only meanig of "with" is "accompaniment" and that the 
list of meanings of "with" is actually the various usages of "with." Based on this observation, we 
created the teaching materials concerning English prepositions including "with" and contributed to 
the English education in our university.

研究分野：英語教育

キーワード： 認知言語学　英語前置詞　モジュール教材
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１．研究開始当初の背景 
前置詞の多義研究は、１語の多義を扱う

Semasiological な研究（例：fruit は果実・結

果・・・という意味があるとする研究）が中

心となっている傾向があるが、本研究では、

それに近似義語を扱う Onomasiological な視

点（例：果実を表す語には fruit・nut････があ

るとする視点）を加え、その近似義語間に見

られる意味の重なりの緊張関係が意味拡張

を阻止すると考えた。先行研究には２語以上

を扱う研究もあるが、それらの違いを述べる

にとどまり、その違いが意味拡張を制限する

といったような「動的」な研究は見られない。 

我々は以前、前置詞の多義を従来の意味論で

しばしば行われるように Semasiological な視

点で研究してきた。しかし、その一連の研究

で、従来のメタファー・メトニミーによって

意味拡張を説明しようとする理論は、(1)意味

が際限なく広がることを阻止することがで

きず、(2)新しい意味の予測が不可能であるこ

とがわかった。そこで意味拡張は、複数の可

能性が緊張関係の中に存在した後、それぞれ

の語の弁別的意味要素により取捨選択され

ることを通して行われるという見解、つまり、

語用論的強化（pragmatic strengthening）を中

心とした行為理論によって意味「用法」の拡

張の可能性を探り、さらに、Onomasiological

な視点にたち、近似義語の中心義が意味拡張

を制限するという立場をとれば、上述の問題

は解決されることに気がついた。この考えの

もとに我々は、平成２８年度まで前置詞の棲

み分け研究を行い、一定の成果をあげてきた。 

さらにその成果を英語教育の現場に還元さ

せるべく、自学自習用モジュール教材を作成

することとなった。 

 
２．研究の目的 
本研究では主要な英語前置詞の意味論的研

究を行うとともに、その成果を教材としてま

とめ、大学の英語教育の現場に還元すること

を目的とした。より具体的には、認知言語学

の立場から行った前置詞研究から得られた

知見を、学会発表、論文などで公開するのみ

ならず、それを大学の英語教育の現場で実際

に活用することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

多義語の意味拡張に、従来はあまり考慮され

てこなかった近似義語の研究を行う

Onomasiological な視点を入れることが本研

究のもう一つの大きな特徴である。

Onomasiological な視点を導入すると、従来

の研究で問題だった「際限ない意味拡張」を

阻止できると同時に、「新しい意味の予測」

が可能になる。またこの視点を導入すること

により、孤立用法や慣用表現の中心スキーマ

との関係をもよりよく説明出来る。 

慣用表現とは、２語以上の語が集まって使わ

れる表現（例：but for, by day）であるが、従

来の多義研究では、それらは、メタファーや

メトニミーによる意味拡張によってできた

と説明されてきた。ところがその説明だけで

は、意味拡張を制限出来ないだけでなく、ど

うして中核から大きくはずれた意味は、２語

以上の語が集まった慣用表現の形でしか残

ることができなかったかが説明出来ない。本

研究は、慣用句は、onomasiologically に共存

していた複数の語の内 (例：「～の間」by, 

during)、他の語にブロックされたものは、別

の語との組み合わせの中でのみ存在しうる

ものであるという見解をもつ。 

 

４．研究成果 

本研究は、その研究成果を大学生の英語教育

の現場に還元することを目的として実施さ

れた。一般的に「機能語」と呼ばれる語の学

習は、英語学習者が最も困難に感じる学習の

一つである。そこで本研究は、個々の前置詞

の意味を、前置詞の「棲み分け」を体系的に

説明することを通して明らかにすることに

よって、多くの英語学習者が困難に感じる



「機能語」の学習の負担を軽減することを実

現させた。具体的な成果は、自学自習用モジ

ュール教材としてまとめられ、大学の英語教

育の現場で活用した。 

より具体的には、作成した教材を授業中に活

用するだけでなく、e-ALPS という信州大学

独自のイーラーニングシステム上に教材を

アップロードし、学習者が授業時間外の好き

な時間に活用できるようにした。こうするこ

とで、比較的英語が苦手な学習者も、授業時

間外に自学自習することが可能になり、結果

的に、大学生の英語基礎力の向上につなげる

ことができた。 
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